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□ 性的マイノリティー（ＬＧＢＴ等）について（令和 3年新規調査項目） 

問28 「ＬＧＢＴ」という言葉の認知度について 

「ＬＧＢＴ」という言葉を聞いたことがありますか。当てはまる番号を記入してくだ

さい。 

 

 ⇒ 「ＬＧＢＴ」という言葉の意味を知っている方は、全体の約 74％  

 

「ＬＧＢＴ」という言葉の認知度について（全体・性別・年代別） 

 単位（％） 

 

 

「ＬＧＢＴ」という言葉の意味について聞いたところ、全体では、「聞いたことがあり、意

味も知っている」の割合が74.4％、「聞いたことがない」が11.2％、「聞いたことはあるが、意

味は知らない」が13.1％となっている。 

性別で見ると、男女共に全体と同じ傾向となっている。 

年代別で見ると「聞いたことがあり、意味も知っている」の割合は、各年代で60％を超え

ているが、「聞いたことがない」「聞いたことはあるが、意味は知らない」の割合は年代が上

がるほど高くなっている。 
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「ＬＧＢＴ」という言葉の認知度について（性×年代別）   単位（％） 

 

 

性×年代別で見ると、「聞いたことがあり、意味も知っている」の割合は、女性では10・20

歳代が、男性では30歳代が最も高くなっている。 
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問29 性的マイノリティー（ＬＧＢＴ等）の人たちが暮らしやすい社会にするため必要な施

策について（複数回答） 

性的マイノリティー（ＬＧＢＴ等）の人たちが暮らしやすい社会にするため、どのよう

な施策が必要だと思いますか。当てはまる番号を3つまで選んで記入してください。 
 

⇒ 「パートナーシップ制度の導入」「幼少期からの教育の充実」「差別を禁止する条例の

制定」が上位。 

 

性的マイノリティーの人たちが暮らしやすい社会にするため必要な施策について 

単位（％） 

 

                                 （複数回答） 

性的マイノリティー（ＬＧＢＴ等）の人たちが暮らしやすい社会にするため必要な施策に

ついて聞いたところ、「パートナーシップ制度の導入」の割合が49.5％、次いで「幼少期から

の教育の充実」が47.0％、「差別を禁止する条例の制定」が45.9％と続いている。 
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性的マイノリティーの人たちが暮らしやすい社会にするため必要な施策について 

（全体・性別・年代別） 単位（％） 

 
                                  （複数回答） 

性別で見ると、女性では「パートナーシップ制度の導入」、男性では「差別を禁止する条例

の制定」の割合が最も高くなっている。 

年代別で見ると、30歳代～50歳代では「パートナーシップ制度の導入」の割合が最も高く

なっている。 
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性的マイノリティーの人たちが暮らしやすい社会にするため必要な施策について 

（性×年代別） 単位（％） 

 

（複数回答） 

性×年代別で見ると、女性では10・20歳代～60歳代で「パートナーシップ制度の導入」の

割合が最も高くなっている。 

男性では10・20歳代と40歳代で「幼少期からの教育の充実」、50歳代と60歳代では「差別を

禁止する条例の制定」の割合が最も高くなっている。 

 

 

 


